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は じ め に

わが国では，急速に少子高齢化が進み，本格的な人口減少社会を迎えるなか，地方の若い

世代が大都市部に流出することにより，さらに予想を超えるスピードで少子化が進み，人口

減少も加速しています。

こうした状況を受け，国は「地方創生」を重要政策として掲げ，人口減少の克服に取り組

むなか，北広島町では平成29年に「第２次北広島町長期総合計画」を策定しました。教育

部門で「夢と希望，豊かな学び合いにあふれたまちづくり」を掲げ，「ふるさとに誇りを持ち，

たくましく生きる子供・若者・大人の育成」に取り組んでいます。

「北広島ふるさと夢プロジェクト」事業では，地域の皆様のご協力をいただきながら，学

校間の垣根を越えた同学年が同じ活動や体験をする取組を行っています。そうした取組を通

して，町内には多くの魅力や素敵な大人がたくさんいることを子供たちは感じています。こ

の事業を将来の定住や北広島町を応援する気持ちを持った子供がたくさん現れることに繋げ

たいと思っています。「ローマは一日にして成らず」といいます。直ぐに結果が表れるもので

はなく，地道な活動の積み重ねですが，子供たちの北広島町での様々な体験がこの町への愛

着へと繋がると信じています。

昨今の急速な社会変化や，今年度のコロナウイルス感染症により，先を見通すことが困難

な社会となり，社会の変化に柔軟に対応ができる人材を育成していくことがますます求めら

れています。またコロナ禍の中で農村の素晴らしさが見直されています。そういう時代だか

らこそ地域の様々な大人と触れ合い，人と協働できる人材の育成は重要で，このふるさと夢

プロジェクト事業はまさにこういった人材を育てることのできる事業だと考えます。

この北広島町の宝である子供達が，ふるさとの自然，伝統，文化を継承し，大人になって

次代の北広島町を担う子供たちを育てるという好循環を作り出すことが今を生きる私たち大

人の使命と思っております。

町民の皆さま，地域の皆さまの益々のご協力やご支援をよろしくお願いいたします。

令和３年３月

北広島ふるさと夢プロジェクト応援隊

隊 長 箕 野 博 司

（ 北 広 島 町 長 ）
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１ 「北広島ふるさと夢プロジェクト」事業の実施及び応援隊について

事業目的:「ふるさとを知り，ふるさとを愛し，将来ふるさとに住みたい，ふるさとに帰りたくなる

子どもの育成」

北広島町では少子高齢化が進み，将来の人口減に起因する町の活力低下が懸念されている。町がす

すめる若者定住を主要施策として，全町あげて定住対策に取り組むことにした。教育委員会では，「ふ

るさとを知り，ふるさとを愛し，将来ふるさとに住みたい，ふるさとに帰りたくなる子どもの育成」

を目的とし，定住対策の関連事業として「北広島ふるさと夢プロジェクト」事業を実施する。

この事業は，北広島町で「こんなことができる，こんなものもできる」と思える魅力ある事業を行

い，子供たちに町の魅力を再認識させ，将来「北広島町に住みたい，北広島町のために貢献したい」

と思える子供の育成を図る。事業を通して全町で同じ学年が同一体験をすることで，町内には多くの

友達がいることを認識させ，仲間意識の醸成や閉塞感の払拭につなげる。

事業主体 北広島町

主 管 北広島町教育委員会

組 織

町長を応援隊長とする。

副町長・教育長を副隊長とする。

隊員として，町長部局の総務課・まちづくり推進課・商工観光課の職員，教育委員会の職員。

（本年度については，教育委員会事務局及び校長会が主体となって事業を行う。）

教育委員会事務局を事業事務局とする。また，学校現場から数名の校長及び教諭を隊員とする。

将来的には，地域が主体となる組織とする。

【応援隊】

２ 具体的な事業の目的と今年度の取組について

年度当初に，５・６年年生で実施する２つの事業を，教育委員会と一緒に９小学校が分担して諸計画

を作成した。しかし，新型コロナウイルス感染拡大により，６年生の「夢と希望を乗せて，ロケットを

飛ばそう」は，一堂に会することはせず，リモートでの講演会実施，学校ごとのロケット製作・発射と

なった。また，５年生の「民泊体験～北広島のよさを満喫しよう～」は実施できず，学校ごとの「ふるさ

と夢体験」をすることになり，町内で体験・見学学習をすることになった。

年度当初に計画していた２つの事業の目的は，次のとおりである。

■６年「夢と希望を乗せて，ロケットを飛ばそう」

○植松電機 植松社長の講演を通して，夢を持ち実現することのすばらしさを学ばせる。

○ロケットを製作し発射させるという感動体験を通して，科学への興味関心を高めさせる。

○ロケット製作・発射の共同体験を通して，町内の児童間の親睦を図る。

■５年「民泊体験～北広島のよさを満喫しよう～」

○民泊の１つのプログラムとして，子供達が主体的に活動できるウォークラリー体験を通して，八

幡地域の自然の豊かさ，地域の方々との触れ合いの楽しさを学ばせ，ふるさとの良さを実感させる。

○町内の児童が協働してウォークラリー体験をすることで，必然的に課題解決する力や協働する力を養う。
○ウォークラリー体験等を通して，町内児童間の親睦を図る。

役 職 氏 名

隊長 箕野 博司（町長）

副隊長 中原 健（副町長） 池田 庄策（教育長）

隊員 畑田 正法（総務課長） 沼田 真路（まちづくり推進課長）

中川 克也（商工観光課長） 教育委員会職員
佐々木 昭典（小学校代表） 山田 正彦（中学校代表）

事務局 植田 伸二（事務局長） 西村 豊（事務局次長）

三宅 克江（事務局員） 日高 典子（事務局員）

令和２年度 北広島「ふるさと夢プロジェクト」実施計画
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１ 日 時 令和２年９月 30日（水）９：40～11：20〔講演会〕

場 所 北広島町内小学校及び教育長室

２ 目 的

○植松電機 植松努代表取締役の講演を通して，夢をもち実現することのすばらしさを学ぶ。

○ロケットを製作し発射させるという感動体験を通して，科学への興味関心を高める。

３ 対象児童 小学校６年生

４ 日程

（１）講演会の方法－WEB 講演会＜ツール－ZOOM＞ 各学校で視聴

（２）講演会の流れ

◆接 続（９：25～入室可能） ※事前に町教委と確認する。

◆開会行事（９：40～９：55）

＜司会進行－八重東小（中村教諭）＞

①開会挨拶（応援隊副隊長） ※町教委が連絡調整をする。

②校長代表挨拶（担当校長〔八重東小－佐々木）※講師紹介を含む

◆植松電機の植松努代表取締役講演会（９：55～10：55）

◆質疑応答（10：55～11：10）

◆閉会行事（11：10～11：20）

①閉会挨拶・謝辞（担当校長〔新庄小－大丸〕）

②児童代表挨拶〔壬生小〕

※植松電機(株)の植松先生に最後に挨拶をしていただく（事前に確認する）

（３）ロケット製作及び打ち上げ

各学校にて当日または，10月中に製作・発射をする。

５ 会場・準備物等

（１）講演会

【学校】※町教委と事前に確認

○パソコン（メールを受信できるもの。ＺＯＯＭアプリをダウンロードする。）

○ＷＥＢ会議用カメラ

○モニター など

（２）ロケット製作及び打ち上げ

当日または後日、各小学校で実施する。

【町教委】－９月 30 日(水)までに各学校へ配布

○モデルロケットキット 167 セット

■児童 158 セット ■学校分 ９セット（１セット／１校）

○ランチャー ９台（１台／１校）

○A8-3 モデルロケットエンジン 223 本

■児童 158 本（１本／１人） ■学校分 65本（５～10 本／１校）※予備含む。

○マジック〔油性〕黒

■児童 158 本

【学校】

○カラーマジック〔油性〕－ロケットに色づけする。

芸北小 大朝小 新庄小 川迫小 八重小 八重東小 壬生小 本地小 豊平小 計

児童数 11 14 ８ ６ 23 27 26 12 31 158

北広島ふるさと夢プロジェクト事業（６年生）実施要項
～「夢と希望を乗せて，ロケットを飛ばそう」～
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（４）予算･会計

【町教委】

《植松電機》

○モデルロケットキット代（消費税別） 2,300 円／ １人 167 人分

○ランチャー代（消費税別） 21,000 円／１台 ９台

《佐藤貿易》

○ロケットエンジン代（消費税込）

600 円／１本 223 本（児童分：１本／１人、学校分（予備含む））

６ 実施後のアンケート・報告書・ふるさと夢プロ便りの作成について

○実施後に，ねらいが達成できたか評価したり児童の思いを把握したりするために，アンケートを実

施する。【担当－八重東小(佐々木)】

【アンケートの内容】

◆児童については，昨年度に準じた内容を考える。講演会直後，ロケットの製作・発射後に

アンケートをそれぞれ実施し学校ごとに集計・集約する。学校としての成果と課題につい

てまとめるアンケートを実施する。全部ではないが，基本的にその内容をそのまま報告書

に掲載する。11月 13 日(金)までに所定の「共有フォルダ」に入力する。担当校長より，

今後具体的な取組が示される。

○次の内容の報告書を，12 月中に作成する。【担当－八重東小(佐々木)】

【内容】※学校関係分

◆プロジェクトのねらい，実施計画

◆各学校の活動の様子－講演会視聴，ロケット製作・発射の様子

◆実施後のアンケート結果

◆講演会

◆成果と課題

※今年度は，児童作文は書かない。

【分担等】

◆プロジェクトのねらい・計画（八重東小）

◆講演会視聴，ロケット製作・発射の様子(各学校)

⇒各学校で写真を入れて，Ａ４で１枚にまとめる。所定の「共有フォルダ」に 11 月 20 日

(金)までに入力する。

◆アンケート作成と実施後のアンケートのまとめ（八重東小）

◆講演会(本地小)

◆成果と課題（八重東小）

◎記録用写真撮影

⇒各学校で撮影した写真のデータを，所定の「共有フォルダ」に 11月 13 日(金)までに入

力する。

※担当校長より，今後具体的な取組が示される。

○「ふるさと夢プロ便り」を 12 月に発行し，プロジェクトのねらい・活動の様子・児童の感想等を

地域へ広く発信する(回覧・配布)【担当－新庄小(大丸)】

７ その他

○植松電機・講演講師との渉外・会計は，町教委が行う。

○保護者通知は，各学校で学校便り・学級通知等で行う。講演会には，保護者・地域の方は不参加。

きたひろネットの取材は，どこかの学校へ入る予定である。

○プロジェクトの趣旨を踏まえて，児童に目的意識を持って参加させるようにする。

〇各学校でのロケット発射については，他の学年等にも見せるなどの工夫をしたり，このプロジェク

トの取組について，学校だより等で保護者・地域へ情報発信したりする。

○町教委により，９月 15日（火）の 13:15 よりに接続テスト＜10～15 分＞がなされる。

○町教委により，９月 24日（木）に植松先生も参加しての当日を想定してのリハーサルがなされ

る。 町教委より今後に詳細が示される。
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今年は，北海道におられる植松努先生とリモートでの講

演会でしたが，児童は，植松先生の夢のあるお話を真剣に聞

き一生懸命メモを取っていました。児童は，リモートで遠く

にいる人と繋がることが初めてでした。そのため，テレビ画

面に植松先生の顔が映り，声が聞こえた瞬間，とても感動し

ていました。あっという間に植松先生の話に引き込まれ，質

問も積極的にしていました。人としての生き方について考

えさせられる，楽しくわかりやすく，とても心に残るお話で

した。

講演会の後は，待ちに待ったロケット製作です。初めは，

じ～っと説明書とにらめっこでしたが，時間が経つにつ

れて，友達に質問したり，協力したりする様子が見られま

した。ロケットが形になるにつれて子供たちの笑顔も多

くなりました。最後は，色付けをしたり，「卒業までにめ

ざす姿」を書いたりして，思いの詰まったロケットを完成

させました！

自分たちで製作したロケットは，

11 人の思いを乗せて，芸北の青い空

へと打ちあがっていきました。全校

児童にも見てもらったので，芸北小

学校のグラウンドは期待のこもった

カウントダウンの大合唱でした。空

高く飛んだロケットを見て，児童は，

みんな嬉しそうでした。

芸北小学校

講演会
「思うは招く～夢があればなんでもできる～」

たくさんの話を聞いた中で特に心に残ったのは，「失

敗しても大丈夫」という言葉です。ぼくは，失敗する

ことが嫌で，普段授業の中であまり積極的に発表する

ことがありませんでした。しかし，植松先生のこの言

葉を聞いて，失敗は成功につながることが分かったの

で，これから積極的に発表していこうと思いました。

ロケット製作

ロケット打ち上げ

「夢と希望を乗せて，ロケットを飛ばそう」の活動の様子
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緊張の一瞬。火薬エンジン点
火！白煙が上がります。打ち上
げる６年生も後ろで見ている
みんなも肩をすぼめています。

空高く打ち上げられたロケッ
トを大空の中から探します。
後ろのみんなも大きな口を開
けて空を見上げています。

ロケットの位置を確認したら，
もうダッシュ！パラシュート
が開いて地上に落ちるまでに
キャッチを目指します！

初めてのオンラインが，今回の
講演だという児童がほとんどで
した。

植松さんの言葉にはすごく説得
力がありました。話の内容にど
んどん引き込まれます。

休んだ友達には，ロケット製作を
進んで教える姿がありました。

民間でロケットを研究・開発

しておられる北海道の植松電機

代表取締役の植松 努さんの講

演は，テレビ会議システムを活

用して町内の小学校と植松さん

をつないで行いました。

植松さんの講演「思うは招く」

を，テレビ越しでしたが６年生

は真剣に聞き入っていました。

植松さん自身の幼少期からの経験を基に，たくさんの金言を教えて

いただきました。６年生にはどんな言葉が心に残ったでしょうか。

ロケット製作では，昨年度までと同様に自分たちの力で完成を目

指して取り組みました。説明書を読み込む姿は真剣そのものでし

た。わからないところを聞いたり教えあったりする姿が見られ無事

完成しました。

10 月 24 日（土）は，大朝小中学校合同地域公開でした。地域公開のプログラムの最後に，大朝中学校の

グラウンドで大朝小中学校全児童生徒と保護者のみなさんが見守る中で，ロケットの打ち上げを行いまし

た。

少々風はありましたが，秋晴れの空の中に高く打ち上げられたロケットが吸い込まれていくようでした。

大勢の人の「３・２・１・発射！」の掛け声がロケットに勢いを増しているようでした。

大朝小学校

講演会・ロケット製作

ロケット打ち上げ
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講演の様子

９月 30 日（水）に（株）植松電機社長の植松努先生による講演を聞

きました。児童は初めてのリモートということもあり，テレビ画面に映

し出される映像に感動。他校の児童と直接会うことができなかったのは

残念でしたが，リモート映像を通しての他校の様子に関心を示していま

した。

植松先生の講演が始まると，全員がその話のおもしろさに引き込まれ

ていました。ゲーム好き，アニメ好きなど，児童と共通点があり，とて

も親近感をもっているようでした。植松先生の言葉は，どれも実体験を

もとにしたもので，説得力があり，納得しながら聞いていました。

子供たちは，「自分の夢に自信がもてました。」「大学に行く気がなか

ったけど，大学に行ってみようかなと思いました。」「夢にむかってあき

らめないようにしようと思った。」などの感想を言っていました。心に響いたようです。

製作の様子

これまでのように，他校の児童と相談しながら

製作することはできませんでしたが，友達と相

談，確認しながら作っていました。説明書をよく

読むことの大切さや友達と相談すると失敗しに

くくなることに気付く児童もいました。

発射の様子

10 月９日（金）に行った５・６年生の PTC 活動の後半で，保護者や他学年の児童が見守る中，６年生が

作ったロケットを飛ばしました。児童は，飛ばす前には「ちゃんと飛んでくれるか心配。」と不安に思って

いたり，「植松先生の気持ちが分かる。」と講演の話を思い出したりしていました。

１発勝負の本番では，全員のロケットが無事飛んでくれました。自分の夢を乗せて，大空高く飛んでいく

ロケットを見ながら，みんな大興奮していました。飛んでいくロケッ

トを追いかけ，落下傘が開いたところを見

事キャッチ！大歓声が沸き上がり，みんな

が笑顔になれた瞬間でした。

子供たちはもちろん，保護者にも大好評

の打ち上げとなりました。「あんなすてき

なことができるなんて，子供たちが羨まし

いな。」と，つぶやく職員もいました。

新庄小学校
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ふるさと夢プロジェクトの６年生の事業は，コロナに負けず，今年度も実施していただくことになり，先

週の水曜日に植松勉先生の講演を聞くことができました。北海道から北広島へ来ていただくことは残念な

がらかないませんでしたが，リモートでお話を聞くことができました。

講演を聞いた感想を紹介します。

「夢はいくつあってもいい」「失敗しなければ成功はない」「やったことのない人に相談してもだめ。」な

どなど，たくさんの励ましが詰まった話を聞き，子供たちはたくさんの元気をもらったようです。可能性の

ある子供たちの将来を台無しにするような大人にだけはなってはいけないと，心から思えるお話でした。

翌日には，植松さんに準備していただいた手作りロケットの製作に取り掛かりました。これまでの先輩た

ちが作ってきたように，楽しみながら自分らしいデザインのロケットを作っていました。

各学校でのロケット製作に

なったため，他校の児童のみ

んなと交流することはできま

せんでしたが，協力しながら

楽しく作ることができました。

いよいよロケットの発射で

す。10 月 20 日，真っ青に

晴れ上がった空に向かって，

６機のロケットを全校児童が

見守る中，発射しました。

新しくなった発射台にセッ

トが完了すると，みんなでカ

ウントダウンを行い，発射で

す。スタートボタンを押すと

発射台から白い煙を吐いて，

勢いよく空に向かって飛んで

いきました。歓声が上がり，

子供たちは大喜びでした。

今日の２・３時間目の夢プロで植松さんにいろい

ろ話をしてもらいました。私は，いろいろあきらめか

けていたことがありますが，あきらめたらいけないこ

とがわかりました。

失敗は成功のもとということが分かったので良かっ

たです。

川迫小学校

植松さんのリモート講演会

ロケットの製作

ロケットの発射
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９月 30日（水）に北広島ふるさと夢プロジェクト事業で「夢と希望を乗せて，ロケットを飛ばそう」が

行われました。内容はテレビドラマでも放送された【下町ロケット】の題材となった（株）植松電機社長の

植松努先生による講演会です。

例年でしたら，各校児童が集まり，講演会を聞き，その後ロケットの製作，そして発射を行います。しか

し，今年度は一堂に集合しての実施が難しいため，講演会をオンラインで行い，ロケットの製作，発射は各

校で行うこととなりました。

講演会の中で植松先生は子供たちにわかりすい言葉で「夢をもつことの素晴らしさ」，「努力を続けること

の大切さ」を話してくださいました。子供たちも集中して最後まで話を聞いていました。

この講演会を聞き，子供たちが夢を見つけ，それに向かって努力する人間になってほしいなと感じます。

他の小学校の６年生に会えないのは残念でしたが，実り多い講演会になったと思います。子供達には Web で

のオンライン通話は初めての経験でした。画面の向こう側にいる人に向かって手を振り，最後には画面越し

の植松先生と一緒に集合写真を撮りました。

あまり行事のない日々だったので子供にとって，思い出に残るものだったと思います。そして，ロケット

製作では，友達と協力する姿が多く見られました。植松先生が書かれた説明書を一生懸命に読み込み，製作

に取り組みました。ロケットは自分の好きな色を塗り，23 色のロケットが出来上がりました。「夢をかなえ

るための虹色」，「勉強を頑張るための鉛筆柄」，「好きなサッカーチームのユニフォームの柄」など，それぞ

れの個性が光るデザインとなりました。

10 月 20 日（火）にロケットを打ち上げました。この日，八重小学校は

運動会の予行演習を行いました。予行練習が終わった後，打ち上げ準備を

行いました。

この日は雲一つない青空でした。晴天に恵まれて，ロケットの打ち上げ

日和となり子供たちの期待も大きくなりました。

子供たちは，発射台の近くの椅子に座り大きな声でカウントダウンを行

いました。「ゼロ！！」という掛け声と共に空高く打ちあがるロケットを

見上げる子供たち。６年生以外の児童もロケットを見つめ，大きな拍手と

歓声が上がりました。

今回のロケットの講演会，製作，打ち上げを通して子供たちの充実した

表情を見ることができました。思い出に残る１つの行事になったことと思います。

八重小学校

植松先生の講演会・ロケット製作

ロケット打ち上げ
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【講演の様子】

９月 30日（水）に植松努さんのお話を，リモートで聞かせていただきました。児童は植松さんの生き

方や考え方について真剣に話を聞いていました。植松さんのお話から，児童は，何かをしているときに「ど

うせ無理。」と思わず，自信を無くすことなく，「だったら～してみよう。」「だったら～してみては？」と

いう気持ちを持つことが大切だということを学びました。また，これからの日本を世界をよくしていく人

は，「やったことがないことをやりたがる人」，「あきらめない人」，「工夫する人」であり，その可能性を

もっているのは「みんな」であるというメッセージを送ってくださいました。児童が書いた振り返りには，

「今までの自分は～だったが，これからは，～したい。」というような自己の生き方について考えるもの

が多くありました。

【製作の様子】

10 月 12 日（月）にロケットを製作しました。児童は，１～７班に分かれて製作に臨みました。ロケッ

トの筒の中に，パラシュートを折り込んで入れる作業が難しそうでしたが，どの班も協力して作業に取り

組み，なんとか困難を乗り越えていました。色塗りの際には，児童それぞれの想いを文字や絵，模様で表

現していました。「夢に向かって頑張ろう」という気持ちが高まったようです。

【発射の様子】

10 月 16 日（金）に，ロケットの発射を行いました。児童は，ロケットに自分の夢や願いを込めてロケ

ットの打ち上げに臨んでいました。「自分の夢に向かって努力していきたい。」「○○高校へ進学して，甲

子園の舞台に立ちたい。」など，様々な夢や願いを乗せたロケットが打ち上がりました。予想以上に高く

飛ぶロケットに児童の驚きや喜びの声が聞こえてきました。ロケット発射後には，植松さんへの感謝の気

持ちを口にしていました。「児童や自分の夢が叶う気がする。」「これから，この夢を実現できるように頑

張りたい。」と決意を新たにする児童がたくさんいました。

八重東小学校
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９月 30日（水）に北広島町の６年生と植松電機の植松努代表

取締役をリモートでつなぎ，植松さんから「思うは招く～夢があ

れば何でもできる～」という演題で話をしていただきました。

植松さんの子どもの頃のお話や，働き始めてロケットを作り飛

ばすようになるまで，その中での人との出会いなどについて話をしていただきました。

講演会の後，ロケット製作をしました。わからないことがあったら友達に聞

いたり，１人で製作するのが難しい時には手伝ってもらったりしながらロケッ

ト製作をしました。作成中には，「大丈夫？手伝ってあげようか？」「そう！！

できとるじゃん！」など，自然と声をかけ合いながら作っている様子が見られ

ました。ロケットには，自分の好きな模様を描いたり色を塗ったりし，世界に

１つだけの素敵なロケットが完成しました。

10 月７日（水）にロケットを発射しました。この日は，とても天

気が良く，壬生小学校の上空には雲一つない青空でした。植松さん

の話を思い出しながら，自分の願いや思いをしっかり乗せて大空へ

ロケットを発射しました。他の学年もロケット発射の様子を見学し，

「３・２・１ シュー！」と大空へ飛んでいく度に，「うわー！！」と歓声が上がりました。

壬生小学校

講演会

思うは招く～夢があればなんでもできる～

植松さんの話を聞いて一番印象に残った言葉は，夢はいく

らでも持っていいです。理由は，今まで夢は一つにしないと

いけないからどうしようと思っていたけど，この言葉を聞い

て，夢はいくらでももっていいんだと思うことができまし

た。また，今までの自分は失敗するのがいやだからあまりや

らずにいたけど，これからは失敗してもいいからチャレンジ

していこうとも思いました。

みんなで協力！！ロケット製作

私は，ロケットを作ることがとても楽しかったです。理由は，説明書

を読んでもわからないところは，友達に聞いたり，自分でどうやってや

ったらいいかを考えたりしたからです。ロケットには，「いろいろなこと

をなぜだろう？と考える力がつくように」という夢を乗せて飛ばしたい

です。

夢を乗せてロケットを発射しよう！

ロケットを発射させて飛んでいく瞬間や発射前のカウントダウン

などをみんなで見たり数えたりして盛り上がってよかったなと思い

ました。自分が作ったロケットを発射し，空高く飛んでいったおか

げで，空の上に「パティシエに一歩近づけますように」という願い

が届いたと思います。
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・植松さんにいろいろな言葉を教えていただ

いたことがとても印象に残りました。その中で

も私は，２つの言葉が心に残りました。１つ目

は「不安の先には喜びがある」という言葉です。

いつも不安の連続なので，この言葉を思い出し

てがんばろうと思いました。２つ目は，「失敗

は人を成長させる」という言葉です。私はいつ

も失敗をおそれていたので，何事にも思い切っ

て挑戦しようと思いました。

「どんな話をされるんだろう？」と思っていた子供たち。最初は

少し緊張していましたが，みんな植松先生の世界に入り込み，真剣

に聞いていました。

午後からロケットの製作を行いました。

植松先生の話を聞いて，みんな早くロケットを

作りたいと，うずうずしていました。

・いきなり説明書を読んで作るということは，

これまであまりしたことがありませんでし

たが，なんとか作ることができました。

ロケット製作から３週間後，待ちに待ったロケ

ットの打ち上げの日がやってきました。全校のみ

んなにも打ち上げの様子を見てもらいました。

・エンジンをつけるときに間違えてしまったり，発射台を見て不安になったりしていたけど，無事に飛

ばすことができたので，やる前の不安が一気に吹き飛びました。

・最初作っているときは，こんな小さいロケットが 100ｍも飛ぶのかなと思っていたけど，想像を超える

くらい飛んで行ったのでびっくりしました。発射するときの音がとても気持ちよかったです。

・「好きなことを大切にする」という植松先生の話があったから，ロケットに好きなものを描きました。

成功したロケットと同じように夢も実現できるといいなと思いました。

本地小学校

講演会
思うは招く ～夢があれば，なんでもできる～

ロケット製作
どんなロケットができるかな？ 楽しみ！

ワクワク ドキドキ
夢と希望を乗せて，

ロケットを飛ばそう！！

た
だ
い
ま
製
作
中

リモート中継の植松先生を囲んで

みんな真剣な表情

うまく飛ぶといいな 発射台の前で記念撮影

ロケットが完成したよ！！
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１ 北広島ふるさと夢プロジェクト事業 「夢と希望を乗せて，ロケットを飛ばそう」講演会

６年生の特色ある取組として子供たちが楽しみにしている「夢と希望を乗せて，ロケットを飛ばそう」講

演会は，今年度はオンラインでの講演会となりました。

豊平小学校では３密を軽減するため，多目的教室を６年生教室として活用しています。その多目的教室で

パソコン画面を大きなテレビに拡大して，講師の植松努（株）植松電機社長と北広島町内の同学年のみんな

とつながりながら講演を聞きました。

教室には，きたひろネットによる取材のための

テレビカメラがあり，さらには，北広島町教育委

員会の池田庄策教育長が教室後方で講演を一緒に

聞いてくださいました。

「失敗することは当たり前」

「やったことがないのに無理だと思わない」

「不安の向こうに喜びがある」

植松先生の体験に基づく数々のことばや画面からも伝わってくる情熱を心に刻みました。

また，植松先生への質問タイムでは，挙手して堂々ととてもよい質問ができました。

２ ロケット製作

向けられたカメラに少し緊張する場面もあり

ましたが，説明書を見て自分で考えながら，そ

れでもわからないときは友だちに聞きながらロ

ケット製作に取り組みました。そして，１時間

が経過したときには，６年生 28 名，それぞれ

の思いがこもった，色とりどりのロケットが完

成しました。

３ ロケット発射（令和２年 10月 13 日（火）10：30～）

これ以上は望めないほどの快晴でした。芝生校庭には，１～５年生の

みんなも打ち上げを見ようと集まりました。順番に，ロケットを打ち上

げます。「うまく打ち上がるかな」「パラシュートはちゃんと開くかな」

と期待と不安の中，カウントダウンが始まります。「５・４・３・２・１

・０，発射」，発射ボタンを押します。「シュー」という音と煙とともに，

目で追えない速さで真っ青な空をロケットが進んでいきます。てっぺん

に達したあとは，途中でパラシュートが開きゆっくりとロケットが落ち

てきます。パラシュートがうまく開いた人も，そうでない人も地面に落

ちるまでにキャッチしようとするのが豊平小流です。

新しい発射台と修学旅行を共にした芸北小から借りた発射台のおかげ

で参加した全員のロケットを打ち上げることができました。

豊平小学校

新型コロナウイルスのためにたくさんの

問題があった中，いろいろな心配りをして

いただき，おかげで講演会とロケット発射

を体験することができました。

植松先生，教育委員会の皆さん，

本当にありがとうございました。
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講師 植松電機株式会社 代表取締役社長 植松 努 先生

はじめに

本当は，みんなに会いたかった。でも，こうやって北広島町と北海道

がつながって講演会ができるようにしてくださった町の方々に感謝す

るとともにうれしく思う。

今日は，夢や仕事のことの話をするが，私の目的は話をすることで仲

間をさがすことだ。講演のタイトルは「思うは招く」だ。この言葉の意

味は思ったらそうなるということで，私の大好きな言葉である。自分が

思っている夢があれば何でもできる，すてきな夢をたくさん持ってほしい，夢がたくさんあればかなって

いくという話をこれから聞いてほしい。

自己紹介

私は高校卒業後，ある漫画の影響を受け，車やバイクが大好きになり，いろいろなところを乗り回し，

危ないこともいっぱいあった。今は 54歳になり，さすがに乗り回すことはせず，もっぱらゲームで走っ

ている。車やバイクが大好きだったから，自分でゲームを作り，このゲームはｅスポーツにも認定されて

いる。

もう一つ，私はアニメが大好きである。未来少年コナンからは，社会や仕事・仲間について学んだし，

銀河鉄道９９９からは，命や自由ということを学んだ。とにかく，今でもアニメが大好きで，専用チャン

ネルなども録画しながらたくさん観ている。

私は北海道の赤平というまちに住んでいる。昔は６万人いた人口が今１万人まで減っている。一番の原

因は仕事がないことである。そこで，私は仕事がなかったら作ればいいと考え，会社を作り現在社長とし

て経営を行っている。昔小さいころ，集団行動ができない，忘れ物が多いなどと言われていた自分がロケ

ットを造れるようになったのだ。

不安のむこうに喜びが・・

今，ロケットを造り，年に何回か打ち上げている。すべて自分たちで造り上げたロケットが飛ぶと泣く

ほどうれしい気持ちになる。なぜ，泣くほどうれしいかというと，それは泣くほど飛ばすのがいやだから

である。自分の責任で打ち上げが失敗するかもと考えたら，みんな吐きそうになる。みんな緊張に包まれ

るうちにカウントダウンが始まり，打ち上がっていく。

そうすると，それまで不安だったむこうに大きな喜びが見えてくる。こんなふうに，ほんのちょっと勇

気を持って，「失敗したらどうしよう？」に踏み込んだら，すばらしい思い出とすばらしい仲間が見つか

って人生がどんどんよくなっていくのだ。

人を助けるということ

私は，ロケットを造りたいと考えていた時，北海道大学の田中先生と出会った。二人の出会いには意味

があり，ロケットを造りたいという気持ちはあれども，知識や技術などそれぞれに足りないものがあっ

た。このように，人の出会いには意味があり，足りないものがあるからこそ，助けあうことができた。私

講演会 『思うは招く』 ～夢があればなんでもできる～
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は人を助けるのに大切なこととして，「勝手に観察すること」「勝手に予想すること」「勝手に自分ならど

うするかを考えること」と思っている。そこには，「思いやり」と「やさしさ」が必要と考えている。私

は田中先生を含めみんなと助け合って，ロケットを造ることができた。また，世界に３つしかない地上で

無重力状態を造り出せる実験装置も造ることができた。これらは，助け合ってみんなと違うことをやった

ということである。違うから必要とされ，違うことが素敵となれば，それが発明となる。発明をすれば会

社も作ることができる。いやなことにであったら，がまんするのではなく，勇気を出してなんでいやだと

思うのかを考えていけば，必ず多くの人を助ける発明になるはずである。

失敗はデータである

私たちが造っているロケットの燃料はプラスチックである。プラスチックはなかなか燃えないので，燃

やすための技術を研究し，ようやく燃やすことができるようになり，今では安全なロケットとしていろい

ろな実験に使われるようになった。プラスチックを燃料とするなど，人と違うことはやったことがないこ

とが多い。やったことがないことをすると失敗をする。人間は必ず失敗をする。しかし，そこからが大切

なのである。飛行機づくりの歴史を見て失敗を乗り越えている。失敗はデータであり，乗り越えたら「力」

となる。

「何もしない。」「できることだけする。」「言われた通りにする。」そうすれば，失敗はしないだろう。

けれども，失敗をさけると，「何もできなくなる。」「成長できなくなる。」「考えられなくなる。」のだ。

失敗を自分のせいにしてはいけない。「なぜ失敗したのだろう？だったらこうしてみたら」と考えること

で力になる。

しかし，頑張れない人，できることしかしない人，考えない人が増えている。だからこそ，考える人が

必要になる。是非，やったことがないことを，「やりたがる人」「あきらめない人」「工夫する人」になろ

う。生まれたときから，あきらめ方を知っている人はいない。夢をかなえるためには，自分の夢をどんど

んしゃべろう。やりたいことは，やったことがある人としゃべろう。わかってくれる人に出会えるまで，

しゃべり続けよう。

「どうせ無理 → だったらこうしてみたら！」

「どうせ無理」とがまんをする社会の中で，多くの日本の若者が命を落としている。本当のがまんとは

あきらめることではなく，問題解決する方法を考えることである。そのためにも，勇気を出して夢をし

ゃべろう。きっと，乗り越えた人が助けてくれる。人に出会えなければ，図書室で伝記を読もう。伝記

には，つらいことの乗り越え方が書いてある。乗り越え方のヒントがいっぱいある。

私は「どうせ無理」をなくすため，宇宙の仕事を始めた。だからこそ，ロケットづくりをみんなで行

い，どんなこともあきらめないと考えている。

やさしさで夢の実現を！

夢とは大好きなことややってみたいことである。仕事とは人の役に立つことである。

とにかく，夢は中途半端だって言われてもたくさんあったほうがいい。何もしないよりはずっといい

ことである。

今やロボットが増え，仕事がどんどんなくなっている。でもなくならないのは，考える仕事である。

悲しいことや苦しいことから生まれてくる仕事を作っていくには，『やさしさ』が必要である。昨日よ

りちょっとやさしくなれる人になってください。
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講演会の話についての感想や思いについて

芸北小学校

〇たくさんの話を聞いた中で特に心に残ったのは，

「失敗しても大丈夫」という言葉です。僕は，失敗す

ることが嫌で，普段授業の中であまり積極的に発表

することがありませんでした。しかし，この言葉を聞

いて，失敗は成功につながることが分かったので，

これから積極的に発表をしていこうと思いました。

〇いつも自信がなかったけれど，植松先生が前向き

な言葉をたくさん教えてくださったので，少し自信

が付きました。特に心に残った言葉は，「人は，足

りないことがあるからこそ助け合う。」「失敗を自分

のせいにしない。」の２つです。いつも「自分はみん

なよりダメだ。」とか，「みんなよりできていない。」な

どと自分を責めていました。しかし，植松先生の言

葉を聞いて「自分は，ダメではないんだ。」と安心す

ることができました。

〇「不安の向こうには喜びがある」という言葉で前向き

になることができました。僕は，不安になる時がたく

さんあるので，植松先生のこの言葉を思い出して頑

張っていきたいです。

〇いつも失敗をした時は，恥ずかしかったです。しか

し，植松先生の「失敗はデータ」という言葉を聞い

て，失敗は成功へ導く大切なことだと感じました。

様々なことにチャレンジしてたくさん失敗をし，成功

のためのデータとして活用していきたいと思います。

〇植松さんの話を聞いて，夢をたくさんもとうと思いま

した。夢をたくさんもつと，自分の夢の第一歩にな

ることが分かりました。僕は，まだ夢がないのです

が，早く夢を見つけて過ごしていきたいです。

大朝小学校

〇自分は夢が２つあります。両方の夢をかなえるの

は，無理だと周りに言われていました。だから私も

「無理かな」と思っていました。でも，植松さんの話

を聞いて夢はたくさんあってもいいんだと思えるよう

になりました。私は今，頑張っていることが，たくさ

んあります。全部を一生懸命がんばることは損じゃ

ないんだと自信が持てました。

〇植松さんの話を聞いて，私は夢と希望を持つこと

は大切だし，夢をかなえることは大切なことだと思

いました。私の夢は「みんなを笑顔にできる仕事」

です。植松さんのように頑張って，みんなを笑顔に

していきたいです。これからは，みんなで楽しく最

後の小学校生活を送れるといいと思います。

〇「夢や希望をたくさん持っていいんだ 」無理だと

思っていたことも再チャレンジをしていこうと思いま

した。自分でも，「どうせ無理」と自分自身に発言し

ていたので，これからは，「どうせ無理」という言葉は

使わないようにしたいです。

〇失敗はみんながするもので，しないと成長しないと

いうことがわかって，失敗して成長していきたいと思

った。本を読んだら，いいと聞いたけど，私は漫画し

か読まないので，本を読まないといけないのかなと

思ったけど，漫画も本として考えてどんどん読んだら

いいといわれてうれしかったです。もっと読みたいな

と思いました。

〇植松先生の講演会はすごく説得力がありました。植

松先生が「失敗はだめじゃない」という言葉がとても

心に残りました。失敗をしてはダメだと思っていたけ

ど，植松先生の講演会で失敗は成長につながるこ

とがわかりました。植松先生の講演会でいろいろな

大事なことを教えてもらったと思うし，この講演会で

聞いたこと生活に生かしていきたいと思いました。

プロジェクトを終えての「児童アンケート」結果（６年）
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新庄小学校

〇植松さんの話を聞いて，どんなことがあってもあき

らめないで，夢を人の役に立つための仕事にしよう

と思いました。そして，僕が社会人になってだれか

に教える立場になったとき，人をだめにするような

無責任な大人にならないようにしたいと思います。

〇僕は，植松さんの話を聞いて，今まで夢をあきらめ

ていたけど，やっぱり頑張って夢に向かっていこう

と思いました。

〇植松さんのお話を聞いて，夢をかなえたいという思

いが強くなった気がする。植松さんはいろいろな失

敗をしていたけれど，あきらめず，ロケットを作り続

けてすごいなと思いました。失敗もいいことにつな

がるんだなと思いました。

〇夢はいくつもあったほうがいいというのが「なるほ

ど」と思いました。これまでの自分は，夢は後々大

変だから，多いより少ないほうがいいと思っていま

した。けれど，夢をたくさんもつことによって，自分

の可能性を広げることができると知りました。これか

らは，自分の興味のあるものに関して，たくさんの

夢をもちたいです。

〇私は，植松さんが言われていた「思うは招く」という

言葉が今でもすごく心に残っています。誰かに将

来の夢を笑われたり，「やめんさい」など言われたり

しても，その夢のことを思っておけば必ず叶うという

ことを忘れず，これからがんばっていこうと思いまし

た。私は，これまで将来の夢がなかったけど，今で

はたくさんあります。それも植松さんのおかげなの

かなと思いました。

川迫小学校

〇やりたい事をやったことない人に聞かないことが分

かったし，未来はまだ決まってないからあきらめた

らいけないことが分かりました。

〇考えたことは，やったこともない人の意見を聞いて

その聞いたことの意見は意味がないから，自分の

夢をいっぱいしゃべって，自分に合う人を探してい

きたいです。

〇これからも頑張っていこうと思うことは，中学生にな

るから，夢を語って友達をたくさん作っていきたい

です。

〇野球でヒットをいっぱい打てるように素振りを頑張り

たいと思いました。守備もどんなボールが飛んでき

てもとれるように精一杯頑張りたいと思いました。足

が遅いから家でいっぱい走って，速くしたいと思い

ました。

〇どんなに嫌な言葉を言われても，夢をあきらめる

な！という事が，とてもよくわかりました。自分の夢を

かなえるために，しっかりと勉強したり，調べたりしよ

うと思いました。夢をかなえていない大人に，自分の

夢の事を聞かないようにしようと思いました。

〇私は，好きなことならたくさんあるけど，今までやって

みたいとは思いませんでした。植松先生の話を聞い

て，やってみたいことを「夢」にして，将来その夢が

かなうという事を教えていただき，とても良い事だと

思いました。絶対に「どうせ無理」は，言ってはいけ

ないと知って，何があっても言わないようにしようと

思いました。本当にありがとうございました。

八重小学校

〇やろうと思ったことは，あきらめずに最後までやりき

ろうと思いました。

〇いくら，いろんな人に傷つく言葉を言われても立ち

上がって頑張ろうと思いました。

〇夢をいっぱいつくればどれかかなうと言っていたか

ら，いっぱい夢をもっていきたいです。

〇やったことのない人が何か言ってくることを気にせ

ず，自分が決めたことをやりとげることが大切だとい

うことが分かった。

〇先生や友達に「いや」なことを言われたとしても，気

にせず自分なりに生きていこうと思いました。

〇植松先生はたくさん失敗をして，それからどんどん

成功していったので，ぼくも植松先生のように失敗

から成功にしていきたいです。

〇失敗してもいいから，自分の「やりたい」 と思う方向

へ進み，1 度しかない人生を楽しみながら生きたい

です。

〇初めからみんなに言われてあきらめるんじゃなくて，

頑張った人の話を聞こうと思いました。

〇失敗はいいことで決して悪いことではないとわかった

ので，失敗の経験を活かして頑張っていきたいです。

〇話を聞いて大事だと思ったことは「あきらめない」と

いうことです。例え何があってもあきらめないことが

大事だとわかりました。

〇「どうせ・・・むり」と言われても人の役に立つために

ロボットにはできない「頭で考える」を意識して頑張り

たいと思います。

〇これから夢をあきらめずにしっかり勉強をすることが

大切だと思いました。
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八重東小学校

〇私は，今まで「私は漫画家に，水泳選手，画家，イラ

ストレーターなどになりたい」と思っていました。しか

し，友達に夢を聞いてみると，「私は，会社員になっと

こーかな。」と言っている友達がたくさんいました。そ

こで私は，「自分だけうかれている。」「はずかしい。」

と思って自分の夢をあまり言いたくありませんでした。

植松先生の話を聞いて，自分の人生は１回しかない

から，自由に夢をみんなに言ってもいいのだとあらた

めて思いました。

〇植松先生の話を聞くまでは，「好きな教科も得意なこ

ともないからだめなのかな？」と思ったり，時々，分か

らない問題が出たときに「もう無理だー。」とか「どうせ

頭悪いから適当なことを書いておこう。」というような考

え方をしていました。植松先生の話を聞いてからは,

すぐあきらめて,楽な方を選ぶのではなく，自分から

苦手なことにも挑戦してみようと思いました。これか

ら，学習で分からないことがあったら，「わからん，無

理。」と思うのではなくて，「どこが分からないのか

な？」など，前向きに考えていくことが大切だと学ぶこ

とができました。

〇植松先生の話を聞いて，自分の夢をすぐにあきら
めたり，どうせ無理だと思うことは辞めようと思
いました。また，自信をもって自分の夢を友達に
バンバン言いたいと思いました。本をたくさん読
んでほしいと植松さんは言っておられました。好
きな本，漫画，偉人の伝記をたくさん読んで，自
分に自信や元気，勇気をくれる一冊に出会いたい
です。
〇植松先生の話を聞いてみて，今の自分の体操のこ
とと関係付けて考えてみました。何度練習しても
体操でできない技がありました。「もう無理だ。」
と思うことよりも，まずは考えて「ここがいけな
いからできないんだ。」というようにするとその
技ができるようになったことがあります。植松先
生の話にあったように，「あきらめずに考えるこ
とで難しいことは乗り越えられる」ということに
改めて気づきました。できないことにであった
時，泣く前に考えて挑戦することは，どんなこと
をするときも大切だと分かりました。

壬生小学校

〇みんな自分に自信がもてないと「〇〇してもどーせ

むり。」というけれど，その言葉は言ったじてんでな

くなる(自信が)と聞いて，こんどから私は「どーせむ

り。」と思ったり言ったりするのではなく，「じゃーどう

すればできるのかな。だれかにきいてみよう。」と思

えるようにしたいと思いました。一番印象に思った

言葉は，「人間は必ず失敗する。」です。理由は，

人間って初めてやって全部完ぺきにできることは

ないと思うし，「失敗したってみんな失敗する。」と

思ったからです。私も本を読むことが大好きで何か

少しでもひまがあったら本を読んだり，週一のペー

スで本を買ったりするので植松さんの話を聞いて，

「やっぱり本は勉強になるから大切なんだ。じゃあ

これまでどおりいっぱい読もう。」と思いました。勝

手に観察したりしてみたり勝手に考えたりして，人

のために動きたいと思いました。

〇今日，植松さんの話を聞いて「人は失敗すること」と

いう言葉が一番心に残りました。なぜかというと，私

は何回も失敗をした中ですごく失敗したことは，委

員会です。みんなの前で立って司会をしたり，みん

なをまとめたりします。でも私はみんなをまとめるこ

とができなくて，いつも失敗してしまいます。なの

で，こんどこそは失敗しないとずっと思っていまし

た。でも，植松さんの話を聞くと「人は失敗していい

んだ」と思いました。この言葉を聞いて心が救われ

ました。だから，次，みんなをまとめる時は，失敗し

ても落ちこまないでみんなをまとめることをこくふく

したいです。

〇植松さんは，何事にもあきらめない人だなと考えま

した。なぜかというと，「無理だ」や「東大に行かな

いと無理だ」，など言われて「この世から消え去りた

い」と自分をおいつめていたけれどあきらめず趣味

の物作りでみんなに興味を持ってもらうようがんば

っていたからです。ぼくは物を作るのが好きで失敗

するとどうしよう失敗したら，パニックになるからなぜ

失敗したのか，どこがいけないのか確認して落ち

着いて物を作っていきたいと思います。宿題が分

からない時に「無理だ」と言ってやる気をなくすの

で，これからは分からなかったらノートを見る，教科

書を見るなどして，「無理だ」ではなく「分かった」に

したいと思います。

〇植松さんの話を聞いて，一番印象に残っている言

葉は，「夢と人のためを合わせると仕事になる。」と

いう言葉です。理由は自分の持っている夢で人の

ために何ができるのかなと考えると仕事になると聞

いて，夢で人のためになれるのはすごいなと思っ

たからです。また，仕事になるのはびっくりしたから

です。この植松さんの話で，他にも人との出会い

や，どうせむりと言ったら自分も相手も希望を失っ

てしまうから言ってはいけない，など いろいろな大

切なことも教えてもらったので，今から生かして，仲

のいい友達をたくさん作ろうと思いました。
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〇植松さんの話を聞いて一番印象に残った言葉は，

「不安の先に喜びがある」です。理由は，植松さん

は，先生や友達からばかにされても，夢をあきらめて

いなかったからです。先生や友達にばかにされても

どうしたらできるか考えて夢に向かって努力した植松

さんはすごいなと思いました。理由は，私だったらど

ーせむりだと決めつけてあきらめてしまうと思ったから

です。だから私も植松さんのようにばかにされたりど

ーせむりと言われても努力できる人になりたいです。

〇私は植松さんの話を聞いて，とてもたくさんの言葉

が印象に残りました。その中でも，「思いやりとやさしさ

があればいい」という言葉です。理由は，どんなに頭

がよくても思いやりとやさしさがないと，いけないことを

してしまって，自分がとてもこうかいすることになるとい

うことが分かったからです。なので思いやりとやさしさ

をしっかりと意識して生活していきたいです。他にも，

「人との出会いを大切にする」という言葉がとてもすて

きだなと思いました。人との出会いは一度きりだから，

出会ったら大切にすることだということが分かって，私

も人との出会いはとても大切にしようと思いました。

本地小学校

〇どんなに周りからむだだと言われてもいつかは役に

立つと思うから，あきらめずに頑張ろうと思いました。

〇植松さんにいろいろな言葉を教えていただいたこ

とがとても心に残りました。その中でも２つの言葉が

特に心に残りました。１つ目は「不安の先には喜び

がある」という言葉です。いつも不安の連続なので,

この言葉を思い出して頑張ろうと思いました。２つ

目は「失敗は人を成長させる」という言葉です。私

はいつも失敗を恐れていたので，思い切って何事

にも挑戦しようと思いました。

〇才能がなくても努力でカバーするなど，これまでの

行動を改める良い機会だと思った。

〇植松先生の話を聞いて，自分の夢に希望と自信が

もてるようになりました。とても自信がつきました。

〇植松先生の「夢はテストの点じゃなくて好きなことを

続けるかどうか」という言葉が心に残りました。だか

ら，テストはテストで頑張るけれど，好きなこともやり

続けようと思いました。また「人間は必ず失敗する」

と聞いて，私は１回失敗したらくじけてしまうことが

あるけど，何回も挑戦し続けようと思いました。

〇まず「どうせ無理」という言葉は使わない，あるいは

言われてもあきらめずにやり切ることが大事だとい

うことが分かりました。植松先生のようにみんながで

きないと思っていることができるような大人になりた

いです。これからは，あきらめずにやりたいことがで

きるようになりたいと思います。

豊平小学校

〇いろんな苦難に出会っても，自分はやるんだという

強い心を持って夢をあきらめなかったことがとても

すごいと思いました。

〇植松先生のお話で，ロケットの作製をするのに何

回も失敗して，やっと成功したという時のうれしさが

忘れられないくらいのものだということが分かり，

自分も努力するのを頑張ろうと思いました。

〇「どうせ無理」とよく言ってしまいます。でもそのこと

を言うとやってもいないのに無理と決めつけている

ようで嫌になりました。可能性はあるので，だめだ，

むり，できるわけないなど否定的なことは言わない

ようにしたいと思いました。夢は，自分の考え方し

だいでどうにでもなるので，この考え方は捨てようと

思います。先生のお話は自分の未来の話でもあり

人生自分しだいなんだなと思いました。

〇できるかできないかは自分が決めることで，人の気

持ちに左右されずに夢をかなえるために「努力す

ればなんでもできる」ということが分かりました。

〇植松先生が，つらいことや逃げ出したいと思ったこ

とがたくさんあっても，１つの言葉で心を守っていた

ことはすごいと思いました。私も，「不安のむこうに

喜びがある」ということを心の中に入れて，小学校

生活や社会に出てもこの大切な言葉を味方にがん

ばっていきたいです。

〇人のすごさは無限だなと思いました。また，たくまし

く生きることがこれからの自分に楽しさをあたえると

考えました。植松先生の言っていたことを忘れず，

どうせ無理だと思わないように苦しいことも考えて

いきたいと思いました。

〇「私なんてぜったいムリ！」と思うことはだめだとわ

かりました。成績が悪くても，体育ができなくても，

それだけではなくて，「考え」が大切だということも

わかりました。努力は将来への第一歩なので，これ

からもいろんな失敗をして，成功への第一歩に近

づけていこうと思います。
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ロケット作り・打ち上げの感想や思いについて
芸北小学校

〇作り方が難しい部分もあったけれど，友達と教え合

いながら楽しくロケットを作ることができました。ロケ

ットを発射させる前は，ちゃんと飛ぶかどうか不安

で，すごくきんちょうしました。しかし，ロケットの発

射スイッチを押すと，空高く飛んで，パラシュートも

しっかり開いてくれたので，うれしかったです。

〇ロケット作りは，とても楽しかったです。去年まで

は，ロケットを飛ばすのを見る側だったのですが，

今年は，自分で作ったロケットを飛ばす側だったの

でわくわくしました。自分で組み立てたロケットが空

高く飛んで行った時は，とても感動しました。夢が

広がりました。

〇物を作るのが苦手な私でも，とても分かりやすい説

明書だったので簡単にロケットを作ることができまし

た。分からないところがあっても，友達と助け合いな

がら作ることができました。また，ロケットを発射する

時は，うまく飛ぶか不安でしたが，高く飛んでくれ

たので良かったです。

〇高く上がったロケットを見て，下級生の人達に「お

～！」と言ってもらえたのでとてもうれしかったで

す。自分で作ったロケットがあんなに高く飛んでく

れるとは思いませんでした。すごくうれしかったで

す。６年生の仲間とアドバイスをしながら作ったロケ

ットは，格別でした。

〇見せてもらうだけでも楽しかったロケット飛ばしです

が，６年生になって実際に飛ばしてみると，さらに

楽しい気持ちでした。間近でロケットの飛ぶ瞬間を

見ることができたことや大きな音が聞けたことなど，

自分が実際に体験してみると，これまでの６年生が

感動した気持ちが分かった気がしました。飛んだロ

ケットを取りに行く時間でさえも，とても楽しく感じる

ことができました。またロケットを飛ばしたいです。

大朝小学校

〇ロケットづくりはみんなでいろいろな話をしながら作

れて，とても楽しかったです。飛ばしたときは，私の

思った以上に高く飛んで，面白かったです。本物

のロケットを飛ばしたような体験ができて楽しかった

です。ロケットはこうやって遠くまで飛んでいくんだ

と思いました。

〇ロケットづくりをしながら，自分で作ったロケットが空

高く上がれば，私の夢も実現できると思いながら作

りました。ロケットを発射させるときは，パラシュート

が開くか心配でしたが，無事に開いて嬉しかった

です。ロケットのキャッチは残念ながらできませんで

した。

〇みんなで協力して作ったロケットがうまく飛びますよ

うにと思いながら，ロケットづくりをしました。カラー

は自分の好きなキャラクターの色を再現してぬりま

した。発射してみて，ボタンを押したら，すごいとん

でいって，自転車置き場の屋根まで飛んでいきま

した。成功してよかったです。

〇ロケットづくりでは，みんなで分からない所とかを相

談しながらできました。できないところは助け合いな

がら，できました。色塗りも工夫してできました。ロケ

ット発射はびっくりするくらいロケットが飛んで，キャ

ッチができませんでしたが，感動しました。先生は

キャッチできていて，すごいと思いました。

〇ロケットづくりの日，ぼくは遅刻して授業に参加しま

した。友達に教えてもらいながらやりました。友達

はとてもやさしく教えてくれてすごく楽しかったで

す。土曜日にロケットを飛ばしました。ちゃんと飛ぶ

かどうか分からなかったけど，ちゃんと飛んでよか

ったです。飛んだ時はすごくうれしかったです。

新庄小学校

〇ロケットを飛ばす前はパラシュートが開くか

不安でした。けれど，いざ飛ばしたら自分の未

来に向かって一歩踏み出したような気がしま

した。なんだか，これからの自分が少し見えた

ような気がしました。ぼくは今，夢が少ないで

す。これからの自分に向かって，一歩一歩確実

に歩んでいきたいです。

〇ロケットを作っているとき，友達と教えあいな

がら作って，とても楽しかったです。色をぬっ

ているとき，色にムラができないように工夫し

ました。発射する時，植松さんが言ったよう

にものすごく緊張して「失敗しないかな」と思

ったり，パラシュートの確認を何回もしまし

た。でも発射し終わったらすごくうれしかった

し，成功してよかったなと思いました。
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〇とてもドキドキしました。夢に届くように願

い，ロケット飛ばしました。飛ばしたとき，達

成感があってうれしかったです。夢に向かって

あきらめないようにさらにがんばりたいとい

う思いが強くなりました。

〇１回目は飛ばなかったので，作り方を間違えた

かなと思ったけど，２回目はうまく飛んでとて

もうれしかったです。ロケットが思っていたよ

りも何倍も高く上がったので，集中して見てし

まい，ぼーっとしてしまうくらい高く飛んだの

ですごいと思いました。

〇ロケット作りでは，みんなと協力し，みんなで

楽しく作ることができました。このことによ

り，みんなと学ぶ大切さに気付くことができま

した。発射では，緊張感から生まれる達成感を

感じました。そして，努力は報われるというこ

とに気付きました。

川迫小学校

〇私の作ったロケットが飛んで，とてもうれしかったで

す。ロケットを作るのは大変だったけど，無事にでき

てよかったです。

〇ロケットを作った時には，とても楽しい気持ちで作れ

ました。発射したときはうまく打ち上がったけど，着地

するときに，風に流されて，川に落ちかけて，どうなる

ことかと思いましたが，ちゃんと無事だったのでよかっ

たです。

〇作った時の達成感がとてもすごかったです。うまく飛

んでくれた時，とてもうれしかったです。物作りがこん

なに楽しいことなのかと思いました。

〇すごく高くロケットが飛んで行ったのがとてもすごかっ

たです。すごい迫力でした。

〇あんなに飛ぶとは思っていなかったので，植松さん

の頭の良さがよくわかりました。ロケット作りはみんな

で楽しめたので，良かったです。

〇出席番号順に打ち上げていき，自分の番が来て打ち

上げた時，高くいい感じで上がったけど，パラシュー

トとひもがからまって，すぐ落下したので，打ち上げの

前に最終確認をやればよかったなと思いました。で

も，みんなで楽しくロケットを打ち上げできたので良か

ったです。

八重小学校

〇ロケットを発射させて思ったことは，思った以上に高く

上がったのでびっくりしました。

〇パラシュートがうまく開くか不安だったけど，開いて安

心しました。

〇みんなのロケットがカラフルで自由だなと感じました。

〇ロケットがきれいに飛んだらこんなにきれいなんだな

と感じました。

〇ロケットの色は僕が大人になって夢がかなうように「に

じ色」にしました。空に輝いていて見えやすくてよか

ったです。

〇ロケットづくりでは友達と間違いを指摘したり，わから

ないことを聞いたりして間違えずに作ることができまし

た。

〇打ち上げることに不安がありましたが，その不安が笑

顔に変わったので良かったです。

〇今日空高く飛んだのでとても安心しました。不安な気

持ちがなくなりました。

〇また機会があればロケットを空高く打ち上げたいと思

います。

〇植松先生がこれより大きいロケットを製作しているの

ですごいなと感じました。

〇安全に楽しく作れたし，発射が上手にできたのでうれ

しかったです。

〇ロケット発射のカウントダウンの時が楽しくて，無事手

元に帰ってきて安心しました。

八重東小学校

〇初めて自分で作ったロケットが３・２・１の合図で空高く

舞い上がってくれてよかったです。空高く上がってい

くロケットを見て，夢へと向かっていく姿のように見え

てました。私はまだ将来の夢が決まっていません。で

も，夢がないならもう少しゆっくり考えて決めればいい

し，夢が決まった時には今日飛ばしたロケットが大空

をつき進んで行ったように，私も自分の夢に向かって

つき進んでいきたいと思います。

〇ぼくは，時間をたくさんかけてロケットを作りました。

作るときに，分からないことがあっても，協力すれば

なんとかなりました。楽しく作ることができてよかっ

たです。色はいろいろな思いをこめてぬりました。

例えば，「遠くまで飛びますように」とか「自分の夢

がかないますように。」という思いをこめました。ロケ

ットを発射した時には，とても高く飛んだので感動

しました。こんな体験をさせてくださった植松さんに

感謝をしないといけないと感じました。
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〇私は，最初，「ロケットがちゃんと飛ぶかな・・・。こわれ

ないよね。」と思っていました。飛んだ瞬間は，正直感

動よりも「どこにいった？」という気持ちが強かったで

す。しかし，自分のもとにもどってきたときには，目の

奥がジーンとして感動していました。不思議な気持ち

でいっぱいでした。今の自分の夢を書いたロケットが

高く飛んだので，夢がかなったらいいと思いました。

〇友達と相談しながらロケットを作ったのでとても楽し

かったです。みんなロケットに夢やしてみたいことを

書いていてとてもすごいとなと思いました。発射さ

せて思ったことは，自分で初めて作ったロケットが

空を飛んでうれしさと感動という気持ちがこみ上げ

てきました。それに，無事に飛んで自分の夢をかな

えようという勇気をロケットからもらえたと思います。

壬生小学校

〇ロケット作りは友達と協力して，できないことは教えて

もらって，逆に友達が分からなかったら教えてあげた

りして楽しくできました。ロケットを作るときに，自分の

夢を考えながら「どんな色にしようかな。将来バレー

ボール選手になりたいからボールの色で青と黄色に

しようかな。」と考えて作ることができました。発射させ

るときは，友達と一緒に「３・２・１。」と一斉に青くてき

れいな大空へ夢をのせて上まで高く飛ばせたのでよ

かったなと思いました。

〇ロケットを作ったときは，明るい色にして夢がかなうよ

うになってほしいから，明るい色を多く使った。ロケッ

トを飛ばしてみて，気持ちよく飛んでくれてうれしかっ

た。ロケットをキャッチすることはできなかったけど，感

激した。夢は絶対かなうと信じている。いろんな思い

をロケットに伝えて将来，夢だったトリマーになって，

動物をかわいく見せたい。

〇この前，ロケット作りを行って「ちょっとこれは飛べるか

な？」と思ったりして，不安な気持ちがあったけど，今

日実際に飛ばしてみて，みんなと一緒に上手に飛ば

すことができてよかったです。ただし，いっしゅん

「ん？」となることがありました。みんなだれ一人失敗

することなく飛ばすことができていいと思いました。み

んな自分の夢のことを考えて飛ばしました。何年たっ

てもこの思い出は忘れられません。

〇ロケット作りで難しかったことは，パラシュートをつける

ことでした。パラシュートのひもは頭のねじの所から3

ｃｍの所にひもを結ぶということです。でも，友達に，

一回結んでひもをずらせばいいよと言われて，作るこ

とができました。発射してみて，空の上に，パティシエ

に一歩近づけますようにという願いが，ロケットのおか

げで届いたと思います。キャッチはできなかったけど

とても楽しかったです。

〇ぼくはロケット作りをして，友達と協力することがよくで

きるようになったと思います。ぼくは１つ不思議だなと

思ったことがあります。それはパラシュートをぐしゃぐ

しゃにするからです。最後にロケットを飛ばしてみて，

ちゃんと夢をのせて飛ばすことができました。ロケット

がしっかり飛んだのでうれしかったし安心しました。ま

たいつか飛ばしたいと思いました。

〇私は，ロケットを発射する前は失敗してしまったらどう

しようと思っていました。だけど，植松さんの話を思い

出し「失敗はだれでもして失敗をすると成長する」とい

うことだから大丈夫だと思って，自信をもってロケット

を発射して，パラシュートが落ちてきたときにとること

ができたのでよかったし，うれしかったです。無事に

飛んで自分の夢をのせることができました。ロケットを

作ることも友達と協力してできました。とてもいい思い

出になったと思います。

本地小学校

〇パラシュートがちゃんと開くか心配だったけど，ちゃ

んと開いてよかったです。想像以上に飛んで行った

のでびっくりしました。いい思い出になりました。

〇エンジンをつけるときに間違えてしまったり，発射台

を見て不安になってしまったりしていたけど，無事に

飛ばすことができ，やる前の不安が一気に吹き飛び

ました。とても楽しくて，また作って飛ばしたいなと思

いました。

〇わからないところはみんなで助け合いながらロケット

作りができました。絵をかくときには，みんなと意見を

出し合いながらかけたので，楽しくできました。

〇最初作っているときは，こんな小さなロケットが 100ｍ

も飛ぶのかなと思っていたけど，想像を超えるくらい

飛んで行ったのでびっくりしました。発射するときの音

がとても気持ちよかったです。

〇ロケットを作って飛ばしたとき，すごいなあと思いまし

た。自分のロケットがあんなに飛んだので，とても感

動しました。無事成功したのでうれしかったです。

〇「好きなことを大切にする」という植松先生の話があっ

たから，ロケットに好きなものをかきました。成功した

ロケットと同じように夢も実現できるといいなと思いまし

た。
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豊平小学校

〇ロケットづくりをていねいにすることは難しくて，夢・希

望をのせて飛ばせるかなと不安になりましたができた

ので，最初からだめだと思うのではなく，頑張ることで

報われると思いました。パラシュートは発射しても開

かず，失敗に終わりました。「どうしてかな」や「悔し

い」と思い，自分が作ってだめだったところをすぐに

ふりかえり反省することができたので，いつもの自分

より成長できたと思います。

〇ロケット飛ばしはワクワクとドキドキでいっぱいでした。

とても高く飛んですごいと思いました。パラシュートも

しっかりと出てきたし，ゆっくりと落ちてきたからキャッ

チできました。全校のみんなからはく手をもらえたり，

友達からもほめられたりといろいろうれしかったです。

〇去年まで毎年６年生がロケットを発射するのを見てき

ました。私はその発射するところを見てずっと「ロケッ

トを発射してみたいな」と思っていました。この思いが

かなえられたのでとてもうれしかったです。

〇初めてロケットづくりをしました。世界に１つだけのロ

ケットができてうれしかったです。北広島町にいるか

らこそロケットづくりができたのでとっても良い思い出

が作れたし，ロケットの仕組みが知れてよかったで

す。今年は北広島町の６年生全員が集まって作ること

ができなくて残念だったけど，オンラインで講演会が

開催されてよかったです。

〇ロケットを飛ばしてみて，「よくこんな小さい模型が飛

べるな」「どうやって飛ばしているんだろう」「どのような

しくみをしているんだろう」と思いました。このしくみを

知って，自分もロケットを作りたくなりました。

〇全く知らない人でも，空高く飛べるロケットを作れるこ

とはすごいと思いました。家に持って帰っても飾りた

いです。作る時も楽しく，とぶときも楽しいことを体感

しました。大切に持っておきたいと思います。
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北広島ふるさと夢プロジェクト ５年生見学・体験活動《芸北小学校》

１．実施した活動について

【期日】 令和３年２月 16 日（火）

【場所】 北広島町図書館本館

（北広島町新庄 1031‐1）

【ねらい】

・大朝郷土資料室の見学を通して，北広島町の歴史

や文化に興味・関心をもつ。

・図書館の利用法や役割について学び，学びに役立てることができる施設であることを知り，

今後の学習や読書生活に役立てようする。

２ 活動の様子

３．活動を終えて

町内の施設でありながら，児童は利用した経験がほとんどなく，良い機会となった。大朝郷土

資料室では，身近に貴重な歴史資料があることが分かり，６年生の社会科で学習する歴史の内容

へ興味をもつきっかけとなった。北広島町図書館本館では，本を借りる活動を通して，自ら学ぶ

力をつけていこうとする児童にとって，これからの学びを手助けしてくれる貴重な場を知ること

ができた。

５年 「ふるさと夢体験」の活動の様子

【「お願します。」】

【 吉川元春の肖像画の前で 】

【「お薦めの本」は・・・】

【「どの本にしようかな？」】

【北広島町図書館本館についての話を聞く】

事前に送らせていただいた児童からの質問を中

心に，司書の高杉香織さんと高杉佳さんに，説明を

していただいた。蔵書数や貸し出しの方法，日ごろ

の司書の仕事等についての質問に丁寧に答えてい

ただいた。特にお二人の「お気に入りの本」やお二

人からの「お薦めの本」の紹介時には，身を乗り出

して聞いていた。

【本を借りる】

北広島町図書館本館で一人一冊ずつ本を借りる

（団体貸し出し）体験をした。たくさんの本を前に

して，関心がある本の並ぶ書架の前でじっくりと選

ぶ児童，どの本にしようかとあちらこちらと探して

回る児童など，様々であった。学校図書館や北広島

町図書館芸北分館の利用経験はあるが，図書館司書

がおられる大きな図書館を利用するのは初めての

児童もおり，またぜひ，ゆっくり借りに来たいとい

う思いをもった児童が多かった。

【大朝郷土資料室についての説明を受ける】

生涯学習課文化振興係 原田靖久係長さんに解

説をしていただいた。縄文時代や弥生時代の土器

などの展示品の見学をしたり古墳の話を聞いたり

して，自分たちの住む地域が大昔から人々の暮ら

しの場であったことを知ることができた。また，関

ヶ原の戦い前後にこの地域を支配していた戦国武

将の話を興味深く聞くことができた。
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【 おーいの丘にて 】

北広島ふるさと夢プロジェクト ５年生見学・体験活動《大朝小学校》

１．実施した活動について

【期日】 令和２年 10 月 15 日（木）

【場所】 芸北高原の自然館と周辺

（北広島町東八幡原 10119‐1）

大暮養魚場

（北広島町大暮 85-3）

【ねらい】

・県内外に誇れる自然が町内にあることを知る

とともに，貴重な動植物の生態を学び，大切に守っていく必要性に気づかせる。

・町内の特長を生かした産業があることを知り，工夫や努力によって生産性を高めるとともに

ブランド化に成功していることを知る。

２ 活動の様子

３．活動を終えて

見学地は，町内にありながら，児童は行ったことがないところだった。新たに発見することも

あり，北広島の良さを実感するとともに再訪したい思いを児童は持つことができた。活動のまと

めとして，全校朝会にてパネルディスカッション方式で見学したことを全学年に報告をした。

【 白川さんの解説を聞き入る 】

【 センブリを口にしてみると！ 】

【 水の管理の大切さが分かる 】

【八幡湿原散策】

自然館の周囲は貴重なマツムシソウがたくさん

自生していた。センブリは漢方薬にもなると聞き，

葉を少し食べてみたが思いのほか苦く，効き目があ

るのだろうと納得していた。「おーいの丘」では，

五年生の二人で思いっきり大きな声で「おーい！」

と叫んでみた。秋晴れの中，素晴らしい八幡の景色

を堪能できた。

【大暮養魚場】

大暮養魚場を経営されている片桐義洋さんに説

明していただいた。ものすごい数のアマゴを昼夜問

わず，大切に育てておられることが分かった。広島

特産のレモンをエサに配合して育てることで「レモ

ンサーモン」として付加価値を付けていることが分

かった。

最後に，今度は家族で来て，釣り堀体験をして，

アマゴを食べたいと感想を伝えていた。

【芸北高原の自然館】

主任学芸員の白川勝信さんに解説をしていただ

いた。自分達が住む大朝地域では見かけたことが

ない動植物の標本などや変わった生態を知ること

ができた。もしかしたら，大朝地域でも貴重な動植

物に出会えるかもしれないと児童は思いをふくら

ませていた。
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北広島ふるさと夢プロジェクト ５年生見学・体験活動《新庄小学校》

１．実施した活動について

【期日】 令和２年 12 月４日（金）

【場所】 豊平どんぐり村そば道場

（北広島町都志見 12609）

オオアサ電子

（北広島町大朝 3817－10）

【ねらい】

町内の人・もの・ことを見学，体験する学習を

通して，児童に北広島町のすばらしさを学ばせ，

ふるさとが好きで誇りをもてるようにする。

２ 活動の様子

３．活動を終えて

【そば道場でのそば作り】

【自分で作ったそばを食べました】

【ショールームでスピーカー体験】

【組み立て工場の見学】
【 】

そば道場では，そば粉からそばを打って，食べま

した。手順を丁寧に説明してもらったおかげもあ

り，全員，上手に打つことができました。どの児童

も熱心に説明を聞き，慎重に作業したので少々時間

がかかりましたが，初めて作った経験は良い思い出

になったようです。指導してくださった方のお手本

を見るたび，驚きの声が出ていました。細く切るこ

とが難しく，店で食べるより太くなったので，「店

で食べる方がおいしい。」と言っていました。プロ

の技術のすごさを感じることもできたようです。そ

ばが豊平の特産だということを知ることもでき，地

域の特徴を学べました。

オオアサ電子では，最初に製造工場を見学しまし

た。埃が付かないようにいろいろな工夫をしている

ことや製造ラインの機械も自前で作っていること

を教えてもらいました。社会科で学習した工業生産

の内容とつながることが多くあり，学びが深まりま

した。また，映像が３Ｄで目の前に出てくる最新の

機械も見せていただき，児童はとても驚きました。

その後，ショールームへ移動し，世界に誇れるスピ

ーカーの性能を体感しました。どのような工夫がさ

れているのか，普通のスピーカーとどう違うのか，

本物の音を聞くことで理解していました。身近な地

域にこれほどすごい企業があることを知り，とても

驚いていました。

今回希望した見学・体験施設は，どちらも北広島

町らしさがあるが，知らない児童がほとんどでし

た。活動のおかげで地域への理解が高まりました。

今回の体験は，児童の心に深く残り，地域への誇り，

地域愛につながる活動となりました。
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北広島ふるさと夢プロジェクト ５年生見学・体験活動《川迫小学校》

１ 実施した活動について

【期日】 令和２年 11 月 24 日（火）

【場所】 戦国の庭歴史館，吉川元春館跡，豊平どんぐり村そば道場

【ねらい】

・現地での見学・学習を通して，北広島町の良さに

ついての関心を高め，理解を図る。

・校外における集団行動を通して，一人一人が社会

の一員としての自覚を持つとともに，社会にお

ける基本的な生活態度を身に付ける。

・説明してくださる方への挨拶・質問などを通して

コミュ二ケーション能力を育てる。

（キャリア教育：コミュケーション能力，

人間関係形成能力の育成）

２ 活動の様子

３ 活動を終えて

活動を終えて，学習のまとめをする際の児童の感想

によると，「戦国の庭歴史館，吉川元春館跡でも，豊平

どんぐり村そば道場でも北広島町内に他に誇れる施設

があることに気づき，また，担当者を中心とした人の

温かさを実感した」ことを表現していた。

その学習のまとめとして，今回の活動で感じた北広

島町の良さを保護者や他校の児童に紹介することを目

的とした「パンフレットづくり」という形で表現する

活動を行った。

【館内の説明を聞く】

【着物や甲冑を着て】

【そばの実挽き体験】

《戦国の庭歴史館，吉川元春館跡》

「戦国の庭歴史館」の館内見学を学芸員さんの説明

を聞きながら行った。その後，当時の生活を体験する

ことの１つとして，着物や甲冑等の衣装を着て，写真

を撮った。

「吉川元春館跡」で敷地内（特に，当時のままの池）

の説明を聞き，台所で石臼でのそばの実挽き（そば粉

作り）とそば粉入りパンケーキ作りを通して当時の生

活の体験活動をした。

《豊平どんぐり村そば道場》

「そば道場」では，そば打ち体験を指導者の方の指

導の下で行った。そば粉を練るところから生地を切る

ところまでの体験を児童が交代で行った。

午後に実施したので，児童はできあがったそばを容

器に入れてもらい，持ち帰った。

【そば打ち体験】
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北広島ふるさと夢プロジェクト ５年生見学・体験活動《八重小学校》

１．実施した活動について

【期日】 令和２年 12 月４日（金）

【場所】 大暮養魚場

（北広島町大暮 85-3）

【ねらい】

町内の自然を生かした体験活動を通してふるさと

の良さを実感する。また，自然の中での共同体験を通

して，課題解決する力や協働する力を養う。

２ 活動の様子

３．活動を終えて

ねらいとしていた，「共同体験を通して協働する力を養う」ことを達成できる活動となりまし

た。楽しい活動ができた場所として，北広島町のよさが思い出として子供達に残ったと思います。

児童の感想文より

私は，釣りは初めてでした。男子とやっていて，「男子すごっ！」と思いました。なぜなら，素

手でも魚をつかんで針を抜くことができていたからです。その後もとても男子が活やくしました。

魚を釣るタイミングも教えてくれたのでうれしかったです。

【 アマゴ釣り体験 】

【 割りばしで内臓を取り出す 】

【 囲炉裏で焼いてご飯のお供に 】

【 骨・頭もよく焼き食す 】

大暮養魚場では，施設の見学，炭起こし，アマゴ釣

り，そしてアマゴを調理してお昼ご飯にいただきま

した。同日朝に，総合的な学習の時間に育て収穫した

お米を炊き，おにぎりにして持っていきました。「自

分達で育てたお米を，自分で釣った魚をおかずに食

す」という活動に，週の始めからわくわくしていまし

た。

釣りをする前に，養魚場の方に「命の話」をしてい

ただきました。「人の命に生まれたから魚を食べる。

魚の命に生まれたから食べられる」というお話に聞

き入り，この後の釣りや調理の際に，「命をいただく」

ことの重みを感じていました。

そしていよいよ釣り体験。女子 18名男子 9名と女

子の比率の高い学級ですが，釣り好きの男子が力を

発揮しました。エサの付け方，針の外し方など，教え

合い助け合う中で絆の深まる活動になりました。

その後の調理と食事の場面では，魚も１つの命で

あることを改めて実感していました。「大切な命をい

ただいている」という意識に加え，社会科で学習した

「フードロス」に課題意識を持っていた児童から「フ

ードロスなくそう！」と声が上がり，魚の骨や頭もよ

く焼いて完食する姿が見られました。
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北広島ふるさと夢プロジェクト ５年生見学・体験活動《八重東小学校》

１．実施した活動について

【期日】 令和２年 10 月 12 日（木）

【場所】 大暮養魚場

（北広島町大暮 85－3）

【ねらい】

〇自然を生かした体験活動（魚つり）や町内

の施設（大暮養魚場）の見学を通して，ふる

さとの良さを実感させる。

〇自ら釣った魚を調理して食べる体験を通し

て，命の大切さに気付かせる。

２ 活動の様子

３．活動を終えて

同じ北広島町内でも，千代田地域とは自然環境の異なる芸北地域での活動は，児童にとって新

鮮なものであった。景観の美しさや水の透明感など，豊かな自然を感じ取ることができた。また，

「アマゴの養殖」については，地域の特性を生かした魚の養殖方法に感心をしていた。規模の大

きさや魚の数に圧倒されていたようである。

児童からは「魚は苦手だったけど，命をもらっていると考えると食べることができた。」「給食

を残さず食べようと思った。」などの感想が寄せられた。「命の学習」をしていただいてから給食

の残菜が減るなど，児童の“食べること”への意識に変化がみられるようになった。

いろいろな配慮をしていただき，実施することができてよかったと感じている。

【 施設見学 】

【 命の学習 】

【 魚釣り体験 】

【 調理～試食 】

【施設見学】

養殖用いけすを囲んで説明を受け，地域の特

性を生かした魚の養殖の方法，ヤマメとアマゴ

の見分け方やえさの与え方など，興味深く聞い

たりえさやり体験をさせていただいたりした。

【命の学習】

「私たちは他の生き物の命を体に取り入れる

ことで生きることができている。」と話をしてい

ただいた。米や野菜にも命があることを真剣に

聞いていた。命の大切さを学んだ。

【魚釣り体験】

練り餌を付けること，水に糸を垂らすこと，釣

った魚から針を外すことなど，初めて経験する

児童も多く，恐る恐る魚に触れる様子も見られ

たが，全員楽しく釣ることができた。

【調理～試食】

まだ生きている魚からエラや内臓を取り除い

たり，竹串を刺したりすることに抵抗を示す児

童もいたが，指導者や友達の様子を見ながら全

員が協力して下処理をすることができた。初め

ての火おこしには興味津々で，「命の学習」の話

を聞いたことや，自分で処理した魚であること

から，ほとんど残すことなく焼いた魚を食べき

ることができた。おいしいと感じた様子であっ

た。笑顔いっぱいの試食になった。
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北広島ふるさと夢プロジェクト ５年生見学・体験活動《壬生小学校》

１ 実施した活動について

【期日】 令和２年 11 月５日（木）６日（金）

【場所】 壬生小学校 ユートピアサイオト

雲月山

（北広島町壬生 北広島町才乙）

【ねらい】

〇町内の自然を生かした体験活動等で地域の

方との触れ合いを通してふるさとの良さを

実感する。

〇友達と自然の中での協働体験を通して，課

題解決する力や協働する力を養う。

２ 活動の様子

３ 活動を終えて

児童は，今回の活動を通して，私たちの住む北広島町は自然の中でたくさんの体験や感動を得

ることができるということが分かった。また，自然の中での友達との協働体験を通して，友達の

励ましや頑張りが自分の頑張りの原動力となることを実感した。さらにこの体験で培った課題解

決力や協働する力を学校での学習や生活へ生かすことができることも分かった。素晴らしい講師

の先生方や支えてくださったスタッフの方との出会いで多くのことを学び，妨げを乗り越え頑張

り，充実感いっぱいの一日であった。

【宇宙博士 井筒智彦氏の講演】

【雲月山登山】

【ジップライン体験】

【雲月山で写真撮影】

〇「北広島町から宇宙へ」という演題で宇宙博士

井筒智彦氏の講演を聞いた。講演では，宇宙の話を

聞いたり，オーロラの映像や宇宙飛行士選抜試験

を体験したりした。宇宙飛行士選抜試験体験では，

10 分間で鶴をきれいに何羽折れるか，真っ白なパ

ズルづくり，脳内サイコロなどを体験した。これま

で，詳しい宇宙の話を聞いたことがなかったこと

や宇宙飛行士選抜試験があることに驚き，宇宙に

対しての興味関心が深まった。

〇ユートピアサイオトで，ジップラインを体験し

た。ほとんどの児童が初めての体験であったが，イ

ンストラクターの方が道具の使い方を，丁寧に説

明してくださり，楽しく安全に活動することがで

きた。５つのコースでは，それぞれミッションが出

され，児童は果敢にそのミッションに挑戦し楽し

むことができた。

〇雲月山登山では，芸北高原の自然館主任学芸員

の白川勝信氏に案内をしていただいた。「なぜ雲月

山山麓に木が生えていないのか」「山焼きがなぜ行

われるのか」についての問いについて考えながら

登山をすることができた。また雲月山の自然の中

で感じたことを一人一人が写真に撮り，自然のす

ばらしさについて伝える「写真展」を開催する活動

へとつなげていくことができた。
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北広島ふるさと夢プロジェクト ５年生見学・体験活動《本地小学校》

１ 実施した活動について

【期日】 令和２年 11 月 26 日（木）

【場所】 オオアサ電子株式会社（北広島町大朝 3817‐10）

きたひろネットセンター（北広島町有田 1234）

【ねらい】

○北広島町内の施設や企業の見学を通して，ふるさとの良

さを実感させる。

○社会科の学習内容（工業や情報通信）と関連させ，見学

を通して学習内容の深化を図る。

○集団での行動を通してルールやマナーを身につけさせ，

望ましい生活態度を養う。

２ 活動の様子

３ 活動を終えて

今回の見学を通して，世界に通用する高い技術力を持

った会社が北広島町にあることに感銘を受けるととも

に，日頃何気なく視聴している「きたひろネット」の番組づくりには，想像以上の苦労と工夫

があることを知った。この見学を終えて，将来北広島町に住み，北広島町で働きたいという思

いをもった児童も数名いた。

子供たちにとって，北広島町のよさを実感し，北広島町に対する誇りが高まる大変貴重な一

日となった。

【長田社長による会社説明】

【本社工場見学の様子】

【収録スタジオにて】

【撮影や編集のコツを教えて頂きました】

〇オオアサ電子株式会社では，まず会社概要説明を受け

た。主要製品の液晶パネルやハイエンドオーディオが，日

本中で使われ，高い評価を得ていることを知り，子供たち

は大変驚いていた。その後，防塵服を着て本社工場を見学

した。徹底した品質管理の中，製品が作られていく様子を

実際に見ることで，工業製品が出来上がるまでの働く人の

工夫や努力について，理解を深めることができた。最後に

ショールームで，ハイエンドオーディオの視聴をした。従

来型のスピーカーでは表現できない音が再現され，まるで

映画館のような臨場感あふれる音から，オオアサ電子の技

術力の高さを，子供たちは実感することができた。

〇きたひろネットセンターでは，スタジオと編集室の見学

をした。事前に，本校５年生が，保育所の年長児を対象と

した学校紹介動画を作成していたため，カメラワークなど

の撮影のコツや編集作業の進め方など，自分たちが疑問に

思ったことや知りたかった情報を，プロから直接聞くこと

ができる貴重な場となった。最後に一人一人，「今思うこ

と」をテーマにしたスピーチを撮影していただいた。カメ

ラを前にすると，緊張して言葉につまったり早口になった

りする児童もいたが，ニュースキャスターのような気分が

味わえ，良い経験となった。後日，この様子は「新鮮５」

で放送された。
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北広島ふるさと夢プロジェクト ５年生見学・体験活動《豊平小学校》

１．実施した活動について

【期日】 令和２年 11 月 20 日（金）

【場所】 芸北高原の自然館，八幡湿原，山麓庵

（北広島町東八幡原 10119-1 ほか）

芸北民俗博物館

（北広島町西八幡原 10870-4）

【ねらい】

町内の自然を生かした体験や町内の施設の見

学を通して，ふるさと北広島の良さを実感させ

る。

２ 活動の様子

３．活動を終えて

（夢プロを終えた児童の川柳） 夢プロで ふるさとのすごさ 知れたんだ

湿原は そこにしかない ものがある

普段何気なく過ごしていると気づけない「ふるさとのよさ」をたくさん知ることができた１日

になりました。学校に戻ってからは見学したことをパンフレットにまとめて，「ふるさとのよさ」

を改めて学び，記録に残しました。

【 いろりを囲んで 】

【北広島町のふしぎ発見パンフレット】

【晩秋の八幡湿原】

当日，雨を心配して雨具を準備していましたが，

雨が降ることもなく，たんぽぽ学級・なのはな学級

も合わせ５年生 17 名で芸北地域に行きました。現

地は，紅葉も終盤を迎え，冬らしい景色に変わって

いました。バスから降りると，みんな思わず「寒

っ！」と声が出てしまう寒さでした。

芸北高原の自然館，八幡湿原では観光協会芸北

支部の上手さんがとても分かりやすく説明をして

くださいました。北広島町のツキノワグマのはく

製は間近で見ると迫力がありました。湿原の細い

木道を列になって歩きながら，湿原や湿原の植物

等について学びました。湿原の生態系や聖湖の歴

史などとても勉強になりました。

昼は，山麓庵を使わせていただき，弁当をほおば

りました。寒かったけれど昔の民家での生活を思

いながら，楽しいひとときでした。

芸北民俗博物館では生涯学習課文化係の柴田さ

んが説明してくださいました。みんなでいろりを

囲んで温まりながら，聖湖の歴史についてのお話

を聞きました。また，樽床地域の昔の暮らしについ

て生活用具などを実際に見ながら学びました。

帰りにはバスから聖湖を見学しました。

豊平だけではできない体験をして，ふるさと北

広島の良さをまた１つ実感することができまし

た。

【芸北高原の自然館にて】
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北広島町内小学校

「ふるさとを知り，ふるさとを愛し，将来ふるさとに住みたい，ふるさとに帰りたくなる子どもの育

成」をめざして実施している『北広島ふるさと夢プロジェクト事業』の６年目を終えた。

今年度は，新型コロナウイルス感染拡大を受けて，計画を変更して実施することとなった。５年生の

「『民泊体験』～北広島のよさを満喫しよう～」事業は中止とし，各学校で北広島町のすばらしさ・よさ

を学んだり，体験・見学したりする活動となった。６年生の「夢と希望を乗せて，ロケットを飛ばそう」

事業は，リモートで各学校と北海道の植松電機 植松努先生（代表取締役）を結んでの講演会となり，ロ

ケットの製作と発射は各学校での実施となった。

６年については，参加児童・学校職員の実施後のアンケート等を分析すると，全体的には，「児童に夢

を持たせ，生き方を深めさせるよい講演会であった」「ロケット製作と発射を通して，児童は貴重な体験

をしお互いに協力する場面を設定できてよかった。」など，目的通りの成果を上げることができている。

また，５年については，「町内での多様な体験・見学学習を通して，北広島町のすばらしさを実感した

り魅力を再発見したりすることができた。」と考えている。ふるさと北広島町や自分の生き方について

考えを深めることができている。

６年生に実施したアンケートでは，「北広島町が好きである→93.4％」「将来，ふるさと北広島町や住

んでいる人のために，自分のできることをしていきたい→91.4％」「将来，北広島町に住みたい→62.7％」

という肯定的回答であった。昨年同様に高い数値となっており，ふるさと北広島町への愛着心が育って

きていると言える。

肯定的な評価が高いことは，各学校のふるさと学習の充実に加えて，本計画を変更して実施した今年

度の事業が一定の成果を上げていることの裏づけと言える。新型コロナウイルス感染禍の中，企画・予

算立てをしてくださった北広島町・北広島町教育委員会・町内関係諸団体・活動を支援してくださった

多くの関係者に感謝したい。

来年度の実施については，感染状況の今後の推移により，見通しが持てない状況にある。また，授業

時間の確保，教育内容の精選・見直し，教職員の働き方改革も推進していかねばならない状況もある。

ただし，５年・６年の事業は，学校間の児童の絆づくり，将来の北広島を担う人材の育成には，とて

も効果的な事業であると考えるので，「北広島ふるさと夢プロジェクト」に推進にあたっては，そのこと

を踏まえた取組になるようにしていく必要がある。

以下，プロジェクトの実施に係る成果（学校の思いと考え）と課題（改善点等）をまとめると次のよ

うになる。

１．新型コロナウイルス感染禍の中，リモートで講演会を実施したことについての思いや考えについて

【よかったこと】
○授業時数の確保の心配がある中で，移動時間が必要無いということは，大変良かった。
○リモートでも，町内の仲間とつながることができるのだということを実感することができた。
○広い体育館で直接話を聞くことも良い経験であるが，テレビ画面で植松さんの表情を大きく見
ながら話を聞けるのもより思いが伝わってきた感じがした。

○移動時間などがなく，事前の準備も含め，落ち着いて植松さんの話を聞くことができた。
○体育館では，席が後方の児童は植松さんの表情が見えにくいことがあったが，リモートで行う
ことで，植松さんの表情等をしっかり見ながら聞くことができ，とてもよかった。

○最後に質問の時間をとっていただき，実際に植松さんと話をさせていただく機会がありよかった。
○植松さんの話をリモートではあっても聞くことができた。
○どんな方法であれ，植松さんの話を聞くことができたことがよかった。植松さんの話を聞けた
か聞けなかったの差は，児童のこれからの成長を考えると少なからず影響があると思う。

○移動時間がかからないため，その分，事前指導，事後指導が行いやすかった。
○植松先生の「人の出会いには意味がある」という言葉が，リモートで講演会を行ったことによ
り，重みが増したように感じた。

「北広島ふるさと夢プロジェクト」事業を振り返って

今年度のプロジェクト実施（６年）に関わって（学校職員）
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○子供たちに「web でのビデオ通話」を経験させることができた。生活様式が変わる中で貴重な
経験になった。

○コロナ禍の中でも，画面を通じて，千代田ブロックの小学校の児童が顔を合わせられたことが
よかった。

○リモートでの実施であり植松先生の話を臨場感を持って聞くことができるか心配だったが，千
代田運動公園体育館で講演会を聞く時より，植松先生の姿を身近に大きく，表情も見とること
ができ，児童は引き込まれるように話を聞くことができてよかった。質問をする場面等では，
各学校の様子が映し出され，町内６年生全員が講演会を聞いているという一体感も感じられた。
リモートによる講演会は，有意義で効果的であったと考える。開催を決定された教育委員会の
英断と植松先生のご協力に感謝をしている。

○この状況の中でも,北海道と北広島がリモートで結ばれ，植松先生の話を聞き，夢を実現して
いこうという明るい展望を子供たちが持つことができた。

○苦しくてもへこたれず，くじけないしなやかな心（レジリエンス）を育てようと考えている本
校にぴったりの内容の講演会だった。

○移動時間を省けたこと，コスト削減，リモートであるがゆえに植松さんの細かな表現や所作ま
で見ることができたことは大きな強みである。

○普段の教室でなじんだ席で講演を聞くことができ，児童の反応も例年と遜色なかった。
【課題と思ったこと】
●ハウリングが起こり，話の内容が聞き取りにくい部分があった。
●植松さんの講演とロケット製作のつながりを指導者が理解して児童に伝えていたかが気になる。
●生で聞く講演の良さや北広島の同学年が一堂に会する迫力を感じられないことは残念ではある。

２．植松先生の講演会についての感想・思い，児童の反応について

○分かりやすい言葉で話をしていただいたので，児童は興味をもって最後まで集中して話を聞く
ことができた。

○学校で行っている学び方につながる内容だったので，児童は，自分たちが行っている学びが力
になっているということに改めて気づくことができていた。

○ 何回聞いても興味深く，面白い。自分に自信のない児童にとって，考え，価値観を転換できる
きっかけになるお話であったと思う。

○ 児童は植松先生のことを「雲の上の存在みたいにすごい人」という捉えではなく，自分と同じ
ようなことに興味をもっておられることから親近感をもってお話を聞いた。それにより，自分
も何かできるのではないかと思っていた。

○植松さんがスライドや映像を見せながら話をしてくださり，児童はとても集中して話をきいて
いた。植松さんの話が終わった後には，教室の中で児童同士，植松さんの話の中で印象に残っ
た言葉などについて話をしていた。

○児童は植松さんが話をしてくださったたくさんのエピソードと自分の生活を関連させて話を
聞き，今後の生活に生かしたいことや，大切にしたい言葉などを感想の中に書いていた。

○「夢はあきらめなくてもいい」「夢はいくつあってもいい」などという言葉，１つ１つに子供た
ちは非常に感銘を受けていた。

○児童は真剣に聞き入っていた。自分と思いが重なるところなどではうなずいたり，同意のつぶ
やきをしたりしていた。
○将来の夢が２つあり，どちらをあきらめるか悩んでいた児童が植松さんの話を聞き，「両方の
夢に向けてがんばろう」と決心することができたと話をしていた。

○アンケートの【(１) 植松先生の講演会の話は，夢と希望を持つことができるよい話だった。】
の項目にすべての児童が「よくあてはまる」と回答しており，実り多い講演会であった。

○植松先生の話が分かりやすく，難しい内容でも子供たちが話の内容を理解しながら聞くことが
できた。

○アンケートでは，「植松先生の講演会の話は，夢と希望を持つことができるよい話だった。」と
いう項目に，児童全員が「よくあてはまる」と回答をしていた。夢を多く持つことの大切さ，
あきらめずに目標達成のために粘り強く頑張ることの大切さなどの話について，多くの児童が
感銘を受けていた。

○植松先生は，自分の子供の頃の話や生き方を，わかりやすく交えて話をされ，児童は集中・共
感して話を聞くことができていた。児童自身が自己の生き方や考え方について振り返ることが
できるような講演内容で，今後の生き方の参考になる大変よい話であった。

○みんな真剣な様子で植松先生の話に聞き入っていた。植松先生の言葉がそれぞれの児童の心に
響いたようで，有意義な時間を持つことができた。
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○児童に分かりやすい言葉で講演いただいた。
○印象に残った名言集などを作成すれば，より深い思い出となると考える。
〇児童の反応は非常によく，最後まで集中して話を聞いている子が多かった。

３．各学校でロケットの製作・発射をしたことについての感想・児童の様子について

○説明書が大変分かりやすく，児童は楽しそうに製作していた。
○新しい発射台を用意していただいたので，スムーズにロケットを発射させることができた。ま
た，昨年度よりも高く上がり，感動が大きかった。

○児童が８名と少人数であったこともあり，テレビ画面が見えにくいということがなかったので，
リモートであってもライブ感があった。体育館での実施よりも距離が近いので見やすかったよ
うに感じる。

○ 昨年度体育館で実施した時には，「初めて会った他校の児童に話しかける」という，児童によ
っては大きなハードルに挑戦させるよい機会だったが，今年度のような自校での製作では話し
かけやすい友達に相談するだけで終わってしまう。しかし，昨年のように実施した場合であっ
ても，全く話しかけずに終わる児童や知っている友達とだけ相談し合う児童が多くいたことを
考えれば，取り組ませ方次第で価値ある活動にできると思う。

○自校で発射すると，他学年にも見せることができ，感動を共有できる。
○例年と同様，自分たちで説明書を見ながらロケット製作をした。児童同士，アドバイスをし合
いながら作ることができた。

○ロケットを発射するごとに，児童が歓声を上げており，自分が製作したロケットが実際に飛ん
でいくことに感動していた。発射後の児童のアンケートに「自分で作成したロケットが飛んで
いく様子を見て，夢が叶う気がした。」と書いている児童がいた。

○新しい発射セットを各校にいただき，非常に助かった。
（前回いただいた発射台が，老朽化をしていたので。）

○手作りロケットがさらに改良されており，非常によく飛び，子供たちは大喜びであった。
○製作では，昨年度までと同様に指導者からの指示はなしで，まずは自分たちの力で行わせた。
友達同士で聞きあったり教えあったりする姿が見られ，自分たちで課題解決ができていた。

○大朝小中学校合同地域公開において，大勢の方々に見ていただく中でロケットの発射を行った。
多くの人に見ていただく中で，夢プロのアピールができたと思う。

○ロケットの製作では，手順の書かれた説明書を丁寧に読み，失敗しないように打ち上げたいと
いう気持ちが見られた。

○ロケットの打ち上げでは，集中して担任の話を聞き．主体的に活動に取り組む児童の姿が見られた。
○ロケット製作の際には，難しい作業などがあっても，自分たちで協力して乗り越える児童の姿が
見られた。児童は，発射の様子を想像して楽しそうに意欲をもって取り組むことができていた。
○児童は，自分が製作したロケットが噴煙を出し空高く打ち上がる様子に歓声の声をあげていた。
打ち上げ成功に大満足の様子であった。他の学年の児童も，興味深くロケットの軌跡を追って
いた。自分もロケットを製作して打ち上げたいという思いを数多くの児童が口にしていた。
当日は風のほとんどない日であったが，時間帯によっては打ち上げのタイミングを考えねばな
らなかった。本校のグラウンドは，国道，工場・会社に隣接しているので，グラウンド外へ飛
んでいかないように注意しなければいけない状況があった。

○ロケットの製作は，わからない所をそれぞれ声を掛け合って作ることができていてよかった。
○ロケットは，昨年度のものよりよく飛んだ。打ち上げの様子を全校児童で見ることができたの
もよかった。児童は，あんな小さなロケットが本当に飛ぶのだろうかと心配していたが，空高
く打ちあがった様子を見て，驚いていた。

○学級実態や学校行事等の状況にあわせてロケット製作や発射に取り組めるので，無理が少なく
てよい。

○児童は説明書を見ながら，また，教え合いながらロケット製作ができた。
○ロケット発射台を新調していただき，また，他校からも１台借用できたことで，人数が多かっ
たにもかかわらず全員が短時間で打ち上げることができた。

○ロケットは例年以上に高く上がり，また，当日晴天だったので青空に映え，印象に残る打ち上
げとなった。

○全校で打ち上げを見ることができ，下学年は，ロケットへの期待を膨らませた。
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お わ り に

北広島ふるさと夢プロジェクトは，「ふるさとを知り，ふるさとを愛し，将来ふるさとに住

みたい，ふるさとに帰りたくなる子どもの育成」を目的としてスタートし，６年が経ちます。

これまで，地域のひと・もの・ことに関する学習や町内企業・施設での体験学習を通し，近隣

学校の同学年同士の親睦を図る取組を行っています。本町の豊かな自然・歴史・文化を生か

し，児童生徒一人一人の郷土への理解と愛情を深める学びを広め，これを通してふるさとに

誇りを持ち，たくましく生きる子供の育成を目指しています。

しかし，今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により学校が臨時休業になるなど，子

供たちの置かれた状況も大変厳しいものとなりました。そのような中でも，どのようにして

子供たちの学ぶ機会を守るかを考えてきました。人との接触が制限される中で事業の実施方

法を模索し，例年好評いただいている株式会社植松電機社長の植松努さんによる，小学６年

生を対象にした「夢と希望をのせてロケットを飛ばそう」はオンラインでの講演会実施とな

りました。

コロナウイルスによって社会状況は一変し，より予測困難な時代へと変わりつつあります。

その中で改めて，人と人のつながる社会の必要性を考えるところです。コロナ禍は大都市を

中心とした社会構造に大きな疑問を投げかけました。郷土愛の創造はよりいっそう重要な課

題になりつつあります。新しい生活様式のなかでも，地域の元気な大人たちと様々なかたち

で触れ合うことでふるさとへの愛着と誇りを醸成し，将来の地域を支える力につながればと

思っています。今後も，子供たちが予測のつかない社会をたくましく生きぬく力を身につけ

るための学びを進められるよう，地域・保護者の皆様には引き続きご理解，ご協力を賜りた

く存じます。

令和３年３月

北 広 島 ふ る さ と 夢 プ ロ ジ ェ ク ト 応 援 隊

副 隊 長 池 田 庄 策

（ 北 広 島 町 教 育 委 員 会 教 育 長 ）


